
令和元年度 教育活動等に対する学校評価書(自己評価結果書) 
 

学校法人二葉学園 葛飾二葉幼稚園 

 

1．本園の教育目標 

「自立と思いやりの心」 

●自ら考え、自ら課題にぶつかり、自ら解決できる子 

遊びや保育を通して、知的好奇心や探究心、興味、関心、意欲を引き出し、一人一人の段階に合わせて生き

る力に結びつける。 

●自らを律しつつ、他者を思いやれる子 

友だちが好き、先生が好き、幼稚園が好きという思いを通して、暖かい風土や雰囲気の中で他者を好きにな

ることで、自分を律しつつ、一人でも遊べ、みんなとでも遊べることを身につけ、さまざまな場面でも他者

を思いやり、自分の意思を選択できる力に結びつける。 

●健康で、がまん強いたくましい子 

物の豊かさが心や身体に及ぼす影響を踏まえ、幼児期に必要な運動による身体能力の向上、心の発達、神経

機能の発達を目指し、心身ともに健康な子どもに育てる 

 

2．本年度の重点目標 

本園は、平成２７年４月に施行された子ども子育て支援新制度において、幼保連携型認定こども園に移行

し、今年度５年目を迎えた。幼児教育の重要性を再認識しながら更なる質の向上を意識し、こども園としての

内部組織の改革のため、各担当リーダー職がより組織力を高めるよう務める。 

そして、引き続き、『就学までに育ってほしい10の姿』を意識した保育の計画と実践ができるよう、また、

幼稚園教育要領の改訂内容に沿った内容になるよう、昨年まで行ってきた「二葉通信」をエピソード記録とし

て保護者の方に伝えていくことを事前に計画し、より自園の教育保育の内容や園での子どもの姿をご理解いた

だけるようにした。 

 

3．教職員による、評価項目に対する自己評価(平成2９年2月下旬～3月上旬実施) 

 

評価項目 教職員自己評価 自己評価

結果 

① 保育の計画性 昨年度から取り組みを始めた『ふたばたけ』に関する活動では、栽培

計画を立て、保育教諭と共に栄養士も計画に加わり、栽培から収穫、

そして、その後、給食メニューに取り込むまでの一連の食育活動につ

なげることができた。今までは年長児だけで定期的に行っていた体育

講師による運動遊びを、様々な経験や人間関係をつくるための一環と

して、10月から全学年において定期的に行える環境を整えた。また、 

看護師による保健指導を季節に応じて早めに行い、計画的に取り組ん

だ。その他、園独自に外国人スタッフを採用し、保育中に子どもたち

と過ごせる環境をつくった。外国語だけでなく、文化や生活スタイル

を知ることができ、海外への興味を引き出す良いきっかけとなった。 

Ｂ 

② 保育の在り

方、乳・幼児

への対応 

“本物教育”を常に意識している中で、飼育していたミニブタの死に

よって命の大切さや尊さを学ぶことができた。昆虫や小動物ではな

く、自分たちと同じくらい大きな動物が目の前で死をむかえた衝撃

は、幼い子どもたちの心に深く刻まれた。 

環境面では、ログハウス内の絵本を充実させたこと、既存のアスレチ

ックに『うんてい』を増設したこと、また、ミニ牧場上空にアスレチ

ック『牧場ツリーハウス』を増設し、今まで以上に粗大運動ができる

環境をつくった。 

  A 



③ 教師としての

資質、能力・

良識・適正 

昨年度は、教育要領改訂とともに『幼児期の終わりまでに育って欲し

い10の姿』に関連させて二葉通信を発行したが、今年度は、実際の保

育の中で目の前で繰り広げられた『園生活の中のエピソード記録』を

計画的に発行したことで、保育の計画性や質の向上につなげることが

できた。また、年3回の自己評価を基に、自己課題に向き合い努力をす

る事で教育保育に対する意識を高められるようにし、スキルアップに

繋がるようにした。 

A 

④ 保護者への対

応 

連絡アプリを導入したことで、欠席連絡や行事に関するアンケートの 

回答が出来るようにしたり、ホームページから年間カレンダーや二 

葉通信などの閲覧をできるようにした。今後もペーパーレスを目指 

し、データベースでの発信を行っていくようにしたい。また、幼児の 

運動会では、昼食をはさんで午後まで行っていた競技内容を見直し、 

午前中で終了できるようにしたことは、子どもだけでなく保護者の方 

の負担も軽減させることができた。その他、子育て講習会として 

『応急手当講習会』を開催。金町消防署長と、園の救命救急普及員で 

ある職員がタッグを組み保護者に講習をした。 

A 

⑤ 地域の自然や

社会とのかか

わり 

 

 

前年度の「ふたばたけ」に引き続き、別の土地に「はらっぱ」を設

置。近隣の方と挨拶をしたり話したりする機会が増え、管理が行き届

いた園の敷地にて安全な教育保育を実践することができた。そして、

今年度も、町会主催の盆踊りやお神輿、その他イベントに積極的に参

加し、地域の方との交流をはかった。また、卒園生が小学６年生にな

った時に幼稚園に招待する企画「ホームカミングデー」は、今年度で2

回目を迎えるところであったが、新型コロナウイルス感染症の流行に

伴い中止となった。 

B  

⑥ 子育て支援 昨年度まで、保育教諭、体育講師、看護師による遊びのイベントや発

達相談を中心に行ってきたが、今年度は、栄養士による食の相談や発

達心理士による発達相談も充実させ、多くの親子の参加をいただい 

た。 

  B 

⑦ 研修 

 

 

 

園内外において、計画的かつ積極的に研修に参加した。昨年度に引き

続き、園外の研修では、参加した職員が園に戻り参加していない職員

に向けフィードバックを行った。継続して研修内容を共有できるよう

にしたことで、専門職である自覚をより持てるようになった。 

また、救命技能認定証が維持できるよう、保持職員は継続するための

講習を、新規職員は獲得必須とし、応急手当奨励教育機関としての機

能を維持できるよう努力した。 

  A 

※自己評価結果の表示方法 

A…十分達成された 

B…達成された 

C…取り組んだが達成が十分ではない 

D…取り組みが不十分であった 

 

 

4．今年度の総合的な園評価と次年度への課題 

 第三者評価や指導監査はなかったが、常にあるものと意識して取り組みを行えた。また、今まで行ってきた

ことを計画的に行えるようになり、職員が計画性の大切さをより意識できるようになった。様々な分野での

取り組みを継続して行っていけるよう意識して次年度に繋げていきたい。 

 

５．財務状況 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 


